
沿革

経営成績・データ

田辺三菱製薬発足後の歩み　　■ ： 新製品の発売

2007
 10月 ▶ 田辺製薬と三菱ウェルファーマが合併し、「田辺三菱

製薬」が発足（代表取締役社長 葉山夏樹）

2008
 4月 ▶ジェネリック医薬品販売子会社「田辺製薬販売」を設立
 5月 ▶「企業行動憲章」および「中期経営計画08‒10～

Dynamic Synergy for 2015」を発表
 8月 ▶長生堂製薬を子会社化、ジェネリック医薬品事業を

中心とした包括的な資本業務提携開始
 10月 ▶MPテクノファーマと山口田辺製薬が合併し、「田辺

三菱製薬工場」が発足

2009
 6月 ▶土屋裕弘が代表取締役社長に就任
 10月 ▶本社を大阪市中央区北浜に移転
 11月 ▶慢性腎不全用剤「クレメジン」の日本国内における

販売権をクレハから取得

2010
 9月 ▶ノバルティス（スイス）が多発性硬化症治療剤「ジレ

ニア」の承認を米国で取得

2011
 3月 ▶ノバルティス（スイス）が多発性硬化症治療剤「ジレ

ニア」の承認を欧州で取得
 4月 ▶慢性腎不全用剤「クレメジン」の国内における販売

を第一三共から当社に移管
 8月 ■ 抗うつ剤「レクサプロ」を発売、持田製薬と共同販売
 9月 ■ 関節リウマチ治療剤「シンポニー」を発売、ヤンセン

ファーマと共同販売
 10月 ▶「中期経営計画11‒15 ～ New Value Creation」

を発表
 11月 ■ 多発性硬化症治療剤「イムセラ」を発売
  ■ C型慢性肝炎治療剤「テラビック｣を発売

2007年10月1日　　田辺三菱製薬　発足

1994年10月 合併

1999年10月 合併

1934年 日本タール工業として発足1940年
武田化成として発足 1950年

日本ブラッド・バンク
として発足

1901年 田辺元三郎商店として創業

2000年4月 商号変更

2005年10月

合併

1678年 「たなべや薬」を看板に創業

1956年 発足

田辺製薬

吉富製薬

ミドリ十字

1998年4月 合併

吉富製薬

ウェルファイド

東京田辺製薬

三菱化成

三菱油化

三菱化学

三菱東京製薬

2001年10月 合併
三菱ウェルファーマ

三菱化学とともに、共同持株会社「三菱ケミカルホールディングス」を設立
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2012
 3月 ▶第一三共と2型糖尿病治療剤「テネリア」および

「カナグル」の戦略的な販売提携について契約を
締結

  ▶多発性硬化症治療剤「フィンゴリモド塩酸塩（イム
セラ）」が2012年度「日本薬学会 創薬科学賞」を
受賞

 5月 ▶東京本社を東京都中央区日本橋小網町に移転
 7月 ▶ファインケミカル事業をエーピーアイ コーポレー

ションおよびタイショー テクノスに譲渡
 9月 ■ 2型糖尿病治療剤「テネリア」を発売
 10月 ▶日本赤十字社と共同で「日本血液製剤機構」を設立、

血漿分画事業を譲渡
  ▶MPロジスティクスが行う物流業務をコラボクリ

エイトに全面的に委託
  ▶長生堂製薬とのジェネリック医薬品事業を中心と

した包括的な資本業務提携を解消
  ■ 沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポリオ

混合ワクチン「テトラビック」を発売

2013
 3月 ▶ヤンセンファーマシューティカルズ（米国）が、2型

糖尿病治療剤「インヴォカナ」の承認を米国で取得
 6月 ▶タナベ ヨーロッパをエーピーアイ コーポレーション

に譲渡
 9月 ▶バイオ医薬品会社 メディカゴ（カナダ）を連結子

会社化

2014
 3月 ▶2型糖尿病治療剤「SGLT2阻害剤 カナグリフロ

ジン（カナグル）」が2014年度「日本薬学会 創薬
科学賞」を受賞

 4月 ▶田辺三菱製薬工場の足利工場をシミックホール
ディングスに譲渡

 6月 ▶三津家正之が代表取締役社長に就任
 9月 ■ 2型糖尿病治療剤「カナグル」を発売

2015
 3月 ▶日本血液製剤機構との血漿分画製剤の販売提携を

終了
 4月 ▶本社を大阪市中央区道修町に移転
  ▶田辺三菱製薬工場の鹿島工場を沢井製薬に譲渡
 5月 ▶「田辺三菱製薬史料館」開館
  ▶「糖尿病治療薬テネリグリプチン（テネリア）の発明」

が2015年度全国発明表彰「発明賞」を受賞
 11月 ▶「中期経営計画16-20 Open Up the Future」を

発表

2016
 1月 ▶シンガポールにおいて、「ミツビシ タナベ ファーマ 

シンガポール（Mitsubishi Tanabe Pharma 
Singapore Pte. Ltd.）」を設立

 2月 ▶米国において、医薬品販売会社「ミツビシ タナベ 
ファーマ アメリカ（Mitsubishi Tanabe Pharma 
America, Inc.）」を設立

 5月 ▶「糖尿病治療薬カナグリフロジン（カナグル）の発明」
が2016年度全国発明表彰「経済産業大臣賞」を受賞

 11月 ▶タイにおいて、医薬品販売会社「ミツビシ タナベ 
ファーマ タイランド（Mitsubishi Tanabe Pharma
（Thailand）Co., Ltd.）」を設立

2017
 2月 ▶「多発性硬化症経口治療薬フィンゴリモド塩酸塩の創

製」が第63回大河内賞「大河内記念技術賞」を受賞
 4月 ▶特例子会社認定を前提とした「田辺パルムサービス」

を設立
 8月 ■ ALS治療剤「ラジカヴァ」を米国で発売
 9月 ▶ワクチン製造の合弁会社「BIKEN」が操業を開始
  ■ 2型糖尿病治療剤「カナリア」（テネリアとカナグル

の配合剤）を発売
 10月 ▶ジェネリック医薬品事業をニプロに譲渡
  ▶医薬品開発会社 ニューロダーム（イスラエル）を

連結子会社化
 11月 ■ アレルギー性疾患治療剤 「ルパフィン」を発売

2018
 2月 ▶医薬品開発会社 ステリック再生医科学研究所を

連結子会社化
 3月 ▶田辺三菱製薬工場の大阪工場を閉鎖
 4月 ▶カナダにおいて、医薬品販売会社「ミツビシ タナベ

ファーマ カナダ（Mitsubishi Tanabe Pharma 
Canada, Inc.）」を設立

 5月 ▶「逆転の発想が生んだ糖尿病治療薬『カナグリフロ
ジン』」が日本化学工業協会の第50回技術賞 総合
賞を受賞

 7月 ▶「新規筋萎縮性側索硬化症（ALS）治療薬としての
エダラボンの研究開発」が第43回井上春成賞受賞

 12月 ▶マレーシアにおいて、医薬品販売会社「ミツビシ 
タナベ ファーマ マレーシア（Mitsubishi Tanabe 
Pharma Malaysia Sdn. Bhd.）を設立

2019
 1月 ▶田辺総合サービスの社名および目的変更により、

田辺三菱製薬プロビジョンを発足
 4月 ▶田辺製薬吉城工場をニプロファーマに譲渡
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